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多文化共生の実現を目的とした国際交流の実践十

一留学生は日本人学生との小学校クラブ活動企画を通して何を学んだか－

服部明子＊・林朝子女

三重大学教育学部安

本稿は， 三重大学教育学部日本語教育コース科目「人開発達実地研究 V」において行った，多文化

共生をテーマにした小学校クラブ活動企画とその実践について報告するものである．授業では，留学

生と日本人学生がともに履修し， 協働的学習が行われている．本稿では，日本人学生と留学生のうち，

後者の留学生に焦点を当て，14名のレポートを通し，（1）大学の国際化，（2）地域における多文化共

生，（3）学校現場における国際教育の促進の3点から，本取り組みの意義と貢献について考察する．
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1. はじめに

本稿では， 三重大学教育学部日本語教育コース科目「人

開発達実組研究明 における取り組みについて報告する．

f人開発達実地研究VJは，教育学部で平成18年度から

毎年後期開講（平成28年度は不開講）の授業科目（2単

位）である．授業の目的は，学生に，教育 （日本語教育，

学校教育）現場で必要となる，外国人児童生徒の現状や

課題，多文化共生に関する知識を実体験と結びつけるこ

とで定着させることである．そのために，授業では，受

講生が主体となり，多文化共生をテーマにした小学校ク

ラブ、活動の企画・期包によって，国際交流を実践してい

る受講生は，日本語教育コースに所属する日本人学生

(1年生）が大多数であるが，例年，数名の教育学部に

所属する留学生も履修している．

林 ・服部（2016）では，教員免許取得予定の日本人学

生が，学校における多文化共生に対してどのような意識

をもつようになったかを，学生のレポートから明らかに

した．

本稿では，留学生に焦点を当て，（1）大学の国際化，

(2）地域における多文化共生，（3）学校現場における国

際教育の促進という 3点から，本取り組みの意義を捉え

直したい．次節以降で示すように，それぞれの点と留学

生への教育を関連づけた研究は以前からなされてきた

しかし，留学生への教育実践をこれらの複合的な視点、か

ら捉えたものは管見の限り，見当たらない．以上の 3点

は，現在だけでなく将来的にも日本の教育に関する大き

な課題であり，複合的に捉えられることが今後さらに必

要になることが予想される．「人開発達実地研究VJにお
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ける実践の検証を行うことにより，（1）大学の国府七，

(2）蝉或における多文化共生，（3）学校現場における国

際教育への寄与を目指したい．

第 1節では，以上の3点と留学生との関わりについて

述べる．第2節では，本取り組みの概要を示し，第3節

以降は， 26年度と平成27年度に履修した留学生のレポ

ートから，留学生が何を学び，どのような貢献があった

のかを考察する．

1. 1 大学の国際化

平成20年，文部科学省、と関係省庁 C外務省，法務省，

厚生労働省，経済産業省，国土交通省）によって，「留学

生 30万人計画」が策定された.2020年度を目途に，留

学生30万人の受入れが進められている．「留学生30万人

計画jは，日本のグ‘ローバノレ戦略展開の一環として位置

づけられており，大学等のグhローパノレ化を推進するねら

いがある．また，2025年までを視野に入れた，長期戦略

指針「イノベーション25（平成19年6月1日閣議決定）J

において，大学には，新たな価値や社会の変化を生み出

す役喜1］が期待されており，その方策のひとつとして，海

外との交流の充実が挙げられている．

大学の国際化の動きを受け，高等教育機関では，留学

生と日本人学生が同じ授業を履修するクラスが開講され

ている．こうしたクラスは，『多文化クラスL r混合クラ

ス」などと呼ばれ，「共修jが期待されている．「共修j

とは，末松 位014）が言うように「言語 ・文化背景の異

なる学生同士が知的交流を通して互いを理解し，己を見

直し， 最終的に新しし、価値観の想像を自己成長へとつな
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げる」ための協働的な学習の機会と捉えられる．

大学の国劇じを進める上で，留学生は貴重な人的資源

といえる．日本入学生にとっては，留学生と接するとと

で多様な文化や価値観に触れ，国際的な視野を養うこと

につながる．一方，留学生には，将来的に母国と日本の

関係構築に寄与する人材に成長することが期待される．

留学生は日本留学において，よりよい教育が享受できる

ことが重要であるが，専門分野の知識や技能を身に付け

るだけでなく，日本社会や文化を理解することが必要で

あると考えられる．

1. 2 地域における多文化共生

f多文化共生」の実現が，日本社会に求められている．

野山 包008）は， 「多文化共生jとは，外国籍住民が多く

集住する自治体や地域等で、広がった表現で、あると指摘し

ている．近年は，留学生も地域で生活する住人であると

捉えられるようになっている．「多文化共生」の定義はさ

まざまであるが， 日本に長期的に問符主し，地域で生活す

る外国人と日本人がともによりよい社会を築くという理

念、で用いられる本稿では，f多文化共生」を f異なる文

化を持つ人々と共に生きていこうとすることjとし，「共

に生きていこうとすることJには，具体的な活動，態度

が含まれるものとする．

独立行政法人 ・日本学牛支援機構発刊の『留学受流』

では， 2014年 3月号から，年1回の特集テーマに「多文

化共生社会jが取り上げられ，留学生と多文化共生社会

に関する報告がなされるようになった．長谷部 （2014)

は，留学生と多文化共生社会の関わりについて，留学生

も日本に長期滑躍し，地域で生活をする者であり，地域

で行われる国際交流に参加するとしづ側面があり，地域

での交流の場への参加は， 円本社会への参加と貢献を留

学生自身』ロ惑じてもらうことができると指摘している．

現在，留学生と地域との交流の取り組みはさまざまな

場所で行われている．留学生も地域で生活する住人の一

員であることに加え，日本社会を理解してもらうために

は，地域との交流が欠かせないとしづ認識が今後さらに

深まるものと思われる．

1. 3 学校現場における多文化共生と国際教育

学校現場では，日本人児童生徒と外国人児童生徒が席

を並べともに学ぶ機会が増加している．外国人児童生

徒のなかには，日本語の運用能力が十分でない児童生徒

がいる．「日本語指導が必要な児童生徒の受入れ状況等に

関する調査（平成26年度，文部科学省）」によると， 三

重県内で公立学校に在籍する日本語指導が必要な外国人

児童生徒数（学校義的は，小学校が 1,213名（139校），

中学校464名（60校）， 高校222名（9校），特別支援学

校21名（6校）である．

平成20年に示された「外国人児童生徒教育の充実方策

（報告）Jでは，外国人児童生徒を受け入れる意義として，

外国人児童生徒と日本人児童生徒が共に学ぶことで，「異

なる文化を持つ人々と共に生きていこうとする態度Jが

育まれることが挙げられている．これは，1.2で示した「多

文化共生jの思念に通じるものである．

こうした外国人児童生徒の受入れに加え，社会全体の

国際化にともなって，学校現場での国際教育の取り組み

も必要とされている.r国際教育j とは，「国際社会にお

いて，地球的視野に立って，主体的に行動するために必

要と考えられる態度・能力の基礎を育成するJための教

育（文部科学省「初等中等教育における国際教育推進会

議報告（平成17年8月3日）」）である．その基本的な理

念 ・視点は，「異なるものや異なることへの理解」，「多様

性の受容J,r共生jなどとされている．国際教育は，「子

どもたちの身近な課題を子どもたちが実J惑できる形で取

りよげることJが覇見される．そのための実践として，

学校外の人材を活用し，、海外からの留学生を派遣する取

り組みが行われており，富山（2014）や稲葉（2015）な

どの報告が見られる．

なお，学校現場をとりまく現状は，学校教員養成の課

題と連動している．国際教育については，教員養成段階

で，基礎的 ・基本的な知識キ哩解を得ることが求められ

ている．「教職課程の質保障等に関するワーキンググノレー

プ （文部科学省）Jにおいても，児童生徒の教育の担い手

である全教員が 「グローパノレなものの見Jを身に付ける」

必要があるとされ，教職を目指す日本人学生が大学内で

留学生との交流を行うことなどが推進されている．

2. 本取り組みの概要

本節では，取り組みの概要を示す．まず， 三重大学教

育学部日本語教育コース科目「人開発達実地研究 VJに

ついて述べる．第1飾でも述べた通り，目的は，教育（日

本語教育，学校教育）現場で必要となる，外国人児童生

徒の現状や諜題，多文化共生に関する知識を定着させる

ことである．多文化共生をテーマにした小学校のクラブ

活動で，留学生と日本人学生が企画した国際交流の実践

を通して，協働的学習を行うことで，目的の達成をはか

る

授業は，教育学部教員 3名が協働して担当する.3名

の内訳は，日本人教員 2名，中国人教員 1名である.3 

名とも，梅外で長期間，日本語教育に携わった経験を有
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する授業内容はおもに 3つから構成される．第一は，

担当教員による講義である．講義は，外国人児童生徒と

学校の現状と課題を理解するための基本的な知識を教授

するものと，中国の文化を紹介するものである．第二は，

受講生全員が個々人で，テーマをみつけ，留学生（中国，

ベトナム，タイ，韓国など）の固と日本の文化を比べ，

発表する．さまさやまな文化に触才しることや認識すること，

学生自身が主体的にテーマを見つけることが目的である．

第三は， 三重県津市のA小学校 I世界を結ぼうクラブ」

に受講生が参加し，受講生たちでクラブ活動の企画と実

施を行う．第一と第二の内容は，第三の小学校のクラブ

活動の企画・実施につなげるためのものであり，本取り

組みの柱である．

平成26年度は，20名（日本人学生1年 11名，中国人

留学生6名，ベトナム人留学生2名，タイ人留学生1名），

平成27年度は，16名（日本人学生1年 10名，中国人留

学生5名，韓国人留学生 1名 I)）が受講した．留学生の

日本語能力は，日本語能力説験NlからN2程度であるが，

個人により運用能力は異なる．

以下， 2.1では，小学校のクラフf活動の概要を示し， 2.2

では，受講生が実際に行った活動内容を示す．

2. 1 「世界を結ぽうクラブJ
三重県津市のA小学校には，タト同人児童牛徒が常時数

名在籍しており，外国人児童生徒の教育や多文化共生に

つながる活動に長年取り組んでしも．平成20年度からは，

クラブ活動（4年生以上対象）に f世界を結ぼうクラブJ

が加わった．様々な文化を知り，認め合い，友達関係作

りへとつなげていくとし、う目標を掲げ，「世界には様々な

国や文化があることを知るきっかけを作ることL r母国

の文化や習慣を知り，アイデンティティ確立の一助とな

ること」，fわかったことや知ったことを学校の友達に発

信すること」につながる活動が行われている（林 ・服部

2016). 

平成26年度は，日本人児童8名，外国人児童2名が参

加し平成27年度は，日本人児童が14名参加した小

学校クラブ担当教員数は平成26，平成27年度ともに 2

名で、あった（表1).

表 1 「世界を結ぼうクラブJ参加者

平成26年度 平成27年度

児童 4年生 10名（うち， 1 14名（6年女1名， 4年女

名は日系ブラジノレ人児 1名，4年男12名）

並， 1名はオース トラリ

ア人児童〉

受講生 20名（中国人留学生 6 15 ~ （中国人留学生5名，

名，ベトナム人留学生2 日本人学生1年 10名）

名，タイ人留学生1名，

日本入学生1年11名〉

小学校 2名 2名

教員

大学教 教育学部教員 3名（日 教育学部教員3名（日本人

員 本人教員 2 ~， 中国人 教員2名，中国人教員1名）

教員1名）

2.2 活動の企画と実施

平成26年度，平成27年度ともに，受講者は，2つの

グループに分かれ，1回ずつ企画を行った．活動の概要

を表2に示す．

なお，表2内の＜ レポー ト＞とは，クラブ活動後に受

講生それぞれが 1週間以内に気づいたことや学んだこと

についてふりかえりを行い，それをまとめたものである．

このレポー トは，受講生の学びを深める一助とするため

に課したため，字制jlJ限は設けなかった．

表2 「世界を結ぽうクラブ」活動の概要

平成26年度 平成27年度

クラブ • 1211世界のじゃんけ なし

見学 ん」（小学校教諭担当）

〈於 ：小学校）

＜レポート＞

• 1218見学のふりかえ

り（於 ：大学）

＜レポー卜＞

クラブ企 －ν26 r中国の小学生・ . 11130 fのぞいてみよ

画，実施① 塁手Z告さんの一日を通し うl中国の；お正月j

て中国を学ぼうJ（於 ： ＜レポート＞

小学校） ・ 1217実施のふりかえり

＜レポート＞ （於大学）

＜レポート＞

クラブ企 ・2116rいろいろな国 －ν25「世界のスポーツ

画，実施② について知ろう！ワー を知ろう ！？ 」

ノレドバスケットJ（於 ： くレポート〉

小学校） ・211実施のふりかえり

（於 ：大学）

ここで，クラブ活動の実施状況について，補足してお

きたい．表 2からも分かるように，クラブ見学，クラブ

企画 ・実施の予定は，年度ごとに異なっている．たとえ

ば，平成27年度は，クラブ企画を実施した後，そのふり
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かえりを行った（12/7,2/1）が，平成 26年度はふりか

えりを行っていない．平成26年度は，後期授業終了後の

2月16日に活動を行った．とれは，毎年，大学の授業予

定と小学校の行事予定をあわせて調整する必要があるた

めである．また，クラブは，児童が自由に選択できるも

のであるため，年度によって，児童生徒数にはばらつき

が生じる．

次に，クラブ企画の詳細を示す．クラブ活動を期包す

る前の段階で，平成26年度，平成27年度ともに，それ

ぞれのグ、ループが企画書と授業の教師の発話や進め方を

書いた教案をクラス全体に提示し，検言寸ずる時間を設け

た企画を担当するグループは，授業時間外で企画の実

施に必要な教具や資料を作成するなどした．大学教員は，

企画内容と進め方について，随時助言を行い，実施が著

しく困難であることが予想される場合に限っては，修正

を求めた．ただし，具体的に修正内容を指示するのでは

なく，問題となるととが予想される点を指摘し受講者

本人たちに検討させるよう促した

【平成26年度】

企画① 「中国の小学生・李華さんの一日を通して中国を学lまうJ

（中国人留学生4~， 日本人学生5~）

・ねらい ：北京に住む3人家族の女の子の一日のクイズを過し

て，中間について，楽しく知ってもらう

－活動（内容 ・昔批L) O×クイズ，中国のラジオ体操，中国の

学校て朽われる自の附呆（眼保体掛

企画② 「いろいろな固について知ろう！ワールドバスケットJ

（中国人留学生2名，ベトナム人留学生2名，タイ人宿学生1

名， 日本人学生6名）

・ねらし、 ：日本の学校でよく行われる遊びを海外の情報を交え

て行う二とで，日木を含む犠々な国の二とについて教意味関心

を持てる．

・活動（内容・流れ） ：日本の学校でよく遊尚もている「フノト

ツバスケッ トjの／いーノレを基に， 日本，中国，タイ，ベトナム

についての簡単な情報を知ることができるよう遊び方を工夫し

たゲームを行う．

【平成27年度】

企画① 「のぞいてみよう！中国のお正月J

（中国人留学生3名，日本人学生5名）

－ねらい ；中固と日本の正月を比較しながら紹介することで両

国の文化をより知ってもらう．

・活動（内容・流れ） ：自己紹介，中国お正月クイズ（グループ

で政手すると 1ポイン卜，ox二択もしくは三択） 10間，途中

で中国の挨拶と新年の挨拶を言ってみるという活動を入れこ

む．最後にi:p国関紙（桜勝は金の喜字，負けた組も銀の喜字）

を渡す．

企置。「世界のスポーツについて知ろうJクイズ

（中国人留学生2名，日本人学生5名）

－ねらい：世界のスポーツについて知る．

－活動（内容 ・流れ） ；クラスを2つに区切り，0×の正解だと

思ったほうに移動する．正解したら，グループの犬学生からシ

ーノレを一つもらう（1ポイン卜）．名札の棋に貼って，最後にポ

イン卜が一番多かったグノレープに景品がある，

3. 分析および考察

本稿では，ショーン（2007）の省察的実践の考えに基

づき，留学生のレポートをそのまま用い，（1）大学の国

際化，（2）地域における多文化共生，（3）学校現場にお

ける多文化共生と国際教育の促進について考察する．

本授業で提出されたすべてのレポートを対象とし，ク

ラブ活動後のレポー ト（2.2参照）およひ守受業の最終レポ

ートをデータとする．本稿で扱うこれらのデー タはすべ

て，留学生および日本人学生から，研究同意書への署名

を得たものである．

以下， W則寸き括弧内は，留学生の受講年度3 出身国，

仮名 (A～N)を示す．鈎括弧l内がレポー トの引周である．

下線は筆者によるものである．なお，留学生の日本語表

現には誤りもみられるが，修正せず，そのまま示す．た

だし，意味が著しく不明確だと恩われる部分については，

丸括弧内に筆者の納足を加える．引用する各データの文

末にはレポートが舎かれた時期を山括弧内に示す

ここで，ショーンの省察的実践と本研究との関連につ

いて角材もておきたい．ショーンは実践者の I省察jにつ

いて，「行為の中の省察Jと 「行為についての省察Jの2

つの面を挙げている．

「行為の中の省察Jは，付す為の最中に驚き，それが刺

激となって行為についてふり返り，行為の中で暗黙のう

ちに知っていることをふり返る（p.50)Jことを意味する．

f記述することが省察を育て，探究者に批評やテストや

みずからの知識を再構築することを可能にする（p.295）」

と述べられているように，「暗黙的で直観的な知」を言葉

で表現すること，つまり，言語化が重要視されている．

また，省察の対象となる行為そのものが「その状況に変

化を与えることのできる時間帯の制約を受け（p.64)J, 

f時間的広がり（p.64)Jがあるとされている．学生によ

る子どもたちへのクラブ企画実践は，実践の前後にある

講義や準備期間の教師と学生，学生同士の細かなやりと

り，文献講読等も反映された結果である．よって，本実

践では15週にわたる期間は「行為の中J,15週の間で言

言剖七され，提出されたレポー トは f行為の中の省察Jだ
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と捉えられる．

f行為についての省察」は，「実践が終わったあとの比

較的静かな時間に，自分が取り組んだプロージェク トにつ

いて，過ごしてきた状況について思いめぐらし事例を

扱ったときにどのように理解していたのかを探究する

(p.64）」ことであり，学生が実脱走に自分たちの実践内

容を振り返りながら記述したレポー トそのものである．

以上を踏まえ，本研究で取り上げる学生のレポー トは，

f行為の中の省察Jと I行為についての省察j の 2つの

面を持ち合わせたものとして，分析対象とする．

3. 1 大学の国際化

授業の目的と関連しては，次の ［H27中国 ・M］の意

見が見られ，体験を通した知識の定着としづ授業の基本

的なねらいが達成されたことが示された．

日27中国・Mlr（授業が）あっという前に終わってしまい，とても残

念だった．この授業では，さまざまな理論的な知識を身につけるだ

けでなく，それらの勉強した酎納な嫡哉をいろんな活動で活かす

ことがでふきた jく最終レポート＞

[H26タイ ・G］は，受講生同士のグ．ルーフマ舌動その

ものがさまざまな世界の学生と接することになり，それ

が「より広い世界を見るj こと，「国際的の考え方j につ

ながったと述べた．日本人学生だけでなく，他の国の留

学生と接することにより，学びが深まることが示唆され

た．

日26タイ・G】I今回の活動は日本人と中国人とベトナム人と一緒

にグノレプPで活動をすることである．各の国の人は追う考え方を持っ

てしもが，（多文イり共生て惜しに（優しく）グJレプP（グループ）で活

動を良くできてよかったと思うタイでの活動と日本でのを比べて，

日本て切活動は私がより広い世界を見ることがて守るし．日本人中

国人，ベトナム人の考え方も知るし，新しし、知識を学んだ．私は始

めのクラスから，最後のまでだんだん良い事：を学んでいた．企画し

たり，議論したり，アドバイスしたりした特別に，学校で活動してい

る時は多文化共生についてよく見えるようにした今．私は国際的

の考え方をもらえるし，国際的な文化を学んで，受けられる．私は，

日本．中国．ベトナムの友人のグループと活動をしたから．この授

業は民も面白b恒業と思う．この授業を受けるから，様々 な事をもら

えるし，新しい友達できし，非常に良い経縦〉らってきた．」＜最終

レポート＞

初回のクラブ見学の際には，次のような感想が見られ

た. [H27中国 ・Klは，日本の小学校は，テレビドラマ

やアニメの中で見たが，実際に自分の日で見ることがで

きることへの喜びを語り，日本と中国の小学校で、は，教

室の掲示物や床とし、った建物の構造も異なるととについ

て言及した. [H27中国 ・J］も次のように述べた．

【H27中国・J】「（初めて小学校に見学に行って）宿学生として知ら

ない日本文化たくさんある．例えば，小学校に行く1時に上履きを用

意すべきことが事前に教えてもらえなかったら，そのままに行くかも

しれない準備！の段階で日本の文化についてたくさん勉強した．

（中略）日本人の小学生と実際に接触する時，↑蛸？にっし、て中国の

小学生と変わらない．元気で＝可愛かった．（中略）自分が知らない文

化的世ることは世界を士官ることと同じだと言える.J<lν30企画①実

施後レポート＞

日本で、生まれ育った日本語母語話者にとっては，当た

り前のように感じる 「学校文化」も，初めて日本の学校

教育現場を訪れる留学生の屈には新鮮に映るだろう ．

[H27中国 ・K] [H27中国噂J］のレポートからは，普

段留学生がみることができない日本の小学校，日本の小

学生と接することで，自国との違いを認識し，日本への

理解を深める様子が伺える．単なる感想、に留まらず，「自

分が知らない文化を知ることは世界を知ること」である

と認識を深めることに至った背景には，本取り組みのね

らいのもと，学校を訪問するとしづ活動で、あったためと

考えられる．

また，小学校に在籍する児童から発せられる戸のなか

には，しばしば，大学内では聞かれない率直な発言もあ

った．「生徒たちが外国のことについて興味津々に聞いて

いる姿を見て，また，いろいろと留学生である私たちに

話すのU惑動した（［H26中国・E])Jという報告もあっ

た一方，平成27年度には，企画①の実施の途中，ある日

本人児童が「中国は偽物大陸だ」と中国人留学生に向か

つて発言するということがあった．

企画①が終了した次の授業（1217）で，全体でのふり

かえりを行った際，日本人学生からこの件に関して議論

したいという要望があがり，受講生同士で意見が交わさ

れた大学教員は，受講生に多角的な視点から考えてみ

るよう促した．この授業後に提出されたレポートでは，

次のようなふりかえりが見られた．

[H27中国・L】re子どもの発言に）驚いたと感じたが，面白いと

主墨:2R.驚いたのは中国人の学生がいるのをわかっていても正直

にそのようなことを話してしまった．面白u、と思ったのは，小学生た

ちは中国のことについてほとんど知らないのに「中国は偽物大陸」

のような話が知っている．（中略）私は小学生のときに日本人が怖い
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と患っていた．そのとき．日本人と楼触したこともないが．自然にそ

のような観念を持っていた大学に入って，日本人の先生や学生と

接触したり，日本の文化を勉強したりすると日本人＇：：対してそのよ

うなイメージが変わった．（中略）多文化共生を促進するために，個

人としてはどのようなことができるのか．まず，多文化と自分の関係

をわかることが重要である．自分はどのような文化のもとで育てきた

のか，相手の文化と自分の文化はどのような違いがあるのか．これ

らのことを知ると．もしf中国は偽物大陸ゃからlのようなことを言わ

れたら．何も言わずに笑うのではなく．相手に正しい文化をちゃんと

伝えることができるだろう.J < 1217企画①実施のふりかえり後レ

ポート＞

Lは，子どもの発言を直接受けた，当事者である.L

の側にいた日本人学生が児童の発言を即座に否定したの

に対し， L自身は，「イ可も言わずに笑っただけJだ、ったと

述べた．小学生の発言は，留学生が日常的に大学内で接

する教員や日本人学生，他国からの留学生とは異なる，

直接的で配！藍のないことばで、表現されたもので、あった．

児童の発言に，中国人留学生は少なからず傷ついたであ

ろう．しかし，そこで終わらせるのではなく，企画①を

ふりかえる中で，日本人学生から，議論したいという希

望が出され，全員で意見を交換したということが受講生

の学びを探めるためには，非常に重要で、あったと考えら

れる全体でのふりかえり（1217）後のレポー トで， L

は，小学生と同じ視点に立つことで，自分にできること

は何かとしづ結論にたどりつくことができたと考えられ

る．

さらに， f今回の多文化共生で学んだことをこれからの

生活と仕事で活用していきたしイH26中国 .N)Jといっ

た，本取り組みを自らの将来像と結びつけた留学生もい

た．

日26中国・E】「いままで．中国と日本両国の関係はずっとよくない

状態だが，それはあくまでもお互いに理解不足のためであると私は

感じている．同じアジアなので，さらに両国でもお互いに勉強できる

ところがたくさんあり，協力して一緒に進歩したらどれほどうれしいこ

とであろうと時々 強く思っている．そのため，小学校だけではなく，

中学校，高校，さらに大学にもこのような活動をすることはとても効

果がある方法だと考えられる．中間にはまだこのような教育はない

が， b、．っか中国の子どもは日本の大学生または世界の人と交流で

いるようになるのも分からないが，一日も早く中国の子どもも世界の

ことを習ってほしいと願っている．私は日木語を勉強した以上，ぜ

ひ中日の架け橋になろうと思い．これからもがんばってb憎たb吐

息ってb、る.J＜最終レポート＞

以上の報告からは，本取り組みがグ‘ローパノレな視点を

酒養すること，日本に対する理解を一層深めることに寄

与する可能性が認められる．とのような視点を得て，日

本への理解を深めた留学生は，貴重な人材となることが

期待できる．

3.2 地域における多文化共生

平成26年度は，クラブ活動に参加した児童のなかに，

外国人児童もいた ［H26中国 ・Clと ［H26中国 ・D)

のレポー トには，外国人児童の姿を自分の姿と照らし合

わせる記述が見られた

【H26中国・C】「（「世界のじゃんけん」活動で）お父さんがブラジル

人の子と一緒のグループになった大学生がその子に「ブFラジルの

ジャンケンも教えてjと問いかけたところ，恥ずかしそうに「あんまり

言いたくないなあJと言われてしまった．その乎は，あまり自分がブラ

ジ／レ人であるということを表に出したくないようであった．（中略）自

分が留学生として，こうし、う体験もよくある．最初に日本に来たとき，

もし日本人と何か遣いがあったら．やはり不安になる．周りの日本人

に会わせるようになりたいとし、う気持ちが強いと思う．大人でさえ気

になることなのに．もして子供がなおさらだと考えている.J < 1218 

見学のふりかえり後レポート＞

[H26中国・0】「(f世界のじゃんけんJ活動は）日本人の手にとっ

てたぶん，「あっ，外岡はそういうこ土かj止感じただけだ．しかし，ク

ラスの中に，外国人の子もしも．その子が感じたことは何だろうか．

f自分と日本人が違うかjf日本人は外国人左はっきり区別してbもよ

ね1などの不安と彦紗ト感があるかもしれない．子どもだけではなく．

大学生である私たち留学生は，日本人と区別される時ホ不安とか疎

タM茜が感じれる.Jく1218見学のふりかえり後レポート＞

[H26中国 ・C）と ［H26中国 ・D）は，留学生活の

なかで，大学教員や日本人学生に，このレポートに舎か

れたような「不安jや「疎外感」を訴えることはなかっ

た．表面上は，円滑な人間関係を構築しているように息

われても，実際は耐ト感を感じていたことが分かる．自

分と同じような立場の外国人児童と接し，児童をサポー

卜するような機会があれば，それは留学生にとって，ひ

とつの視点を獲得するだ‘けで、なく，社会に貢献している

という自信や安心感をもたらすのではなし、かと思われる．

また， ［H26ベ トナム ・I)も「異文化Jである日本の

生活に「毎日の生活にいつも頑張って，調和しているj

と述べた

【H26ベトナム・ I】fベトナムでは子どもに教える知識は社会常識

に限る．（ベトナムの）子ともにとって異文化というのは圏内にある53

4
4
 

F
D
 



多文化共生の実現を目的とした凶際交流の笑践

民族の文化の違いに限るカもしれない．（中略）私の場合で，大学

に入るときに，異文化コミュニケー均ン品、う授業を受けた．異文化

とは何とか具文化フィードパックとは何とかを勉強し始めた．でも，

そうし、う知識は臨見上にH臨．留学するときをもって，典文化におけ

る問題は始めて分かった．毎日の生活にいつも頑5長って，調和して

いる．（クラスメイトである他の宿学生の）皆さんの話から，タイ人と中

国人の皆さんも奨文化に困ることがあるようだ．留学することのおか

げ．自分は誰よりも多文イ白こついて深く分かるようになってきた．困

ることの一方，世界の友達ができ，様々な文化を接し，人間観が広

がって．ょっかた（よかったの）ではないだろう（か） • J <1218見浮

のふりかえり後レポート＞

[H26ベ トナム ・I]にとって， I毎日の生活にいつも

頑張って，調和しているj ことは，ストレスが生じやす

い緊張状態であると推察されるが，授業でのふりかえり

を通じ，そうした状態は他の国（タイ，中国）の留学生

も同様であるととを認識したととが分かる．その気づき

がきっかけとなり，「世界の友達ができ，様々な文化を接

し，人間観が広がって」 いくことにつながったことがう

かがえる．

来日した留学生は， 日本社会への疎タね惑を感じること

があることは，原因（2006）などによって指摘されてい

る．留学生の疎外感を解消することは，よりよい留学生

活を送ることにもつながる．そのためには，留学生にと

って，安心できるコミュニティが周囲にあることが重要

である．以上に挙げた ［H26中国 ・Clと ［H26中国 ・

D] [H26ベトナム ・I]の 3人の レポー トからは，小学

校という日本の地嚇土会との交流に加え，他国の留学生

と日本社会への疎外感やそれに近い感情を交わすことが，

留学生の疎外感を和らげる効果があることが認められる．

3.3 学校現場における多文化共生と国際教育の促進

1.3でも示したように，学校現場における児童生徒と留

学生の交流は多文化共生および国際教育の点からも進め

られている．留学生のレポー トには，次のような意見が

見られた

【H26中国・A】「（「世界のじゃんけんJ活動で）抑制中国，タイ，

ベトナムからの関学生を活用して，児TI!たちに多文化と接触するチ

ャンスを提供した．児童たちもそのチャンスを使って，ただ本で書い

ていた異文化的内容を理解だけではなくて，生きてしも異文化を体

験することもできる．（中略）子供は国や社会の将来である．もしも星

章たちがその授業によって，もっと世界の各ところのことを理解し

て，自分の視野を広がれば，時来にグローパノレ人材になりやすい

しzもっと国際的な祖会を作ることができると思う．」＜1211見浮後レ

ポート＞

【H27中国 ・Kl「汚l!Jが行われでもも時，クラスの小学生たちは結

構活躍して，その中で私たち留学生と話しをする人もいたべつに

複鮒な話ではないが，自分と呉なる文化のもとで育っていた人と話

す勇気があるだけで，その年の子供にとってはとても偉ル、と思う．そ

して特に話しをしなくても，自己紹介のとき自分の班の留学生の名

札を見て，「ああ，やっぱり中国人の名前は自分たち日本人の名前

と追う」「中国人の中で名前が二字である人もいるね」とし、ったような

ことを知るだけでも一種の学習ではなし、かと考える．このような活動

を通して，自分の国が世界の全部ではなくて世界のおいてまだ自

分とし、ろいろ違う人・民族・国がたくさんあることが分？わるようにな

れ，外の世界を知りたい意欲：も呼び出されることができる．人間の世

界観・人生観・佃H直視此児童時代からだんだんと形成しつつあるも

のであるだから．小学生時代にこのような授業を受けられ，このよ

うな活動に参加できれば，自分の人生にも非常に有議であると思

i_J＜最終レポート＞

留学生は，クラブ活動が児童の教育にどのように寄与

するのかを考えながら，参加していたことが伺える．

また，本取り組みが最も特徴的な点は，留学生と日本

入学生が小学校を何度も訪問し，クラブ活動をともに行

うことである．以下の ［H27中国 ・J][H27中国 ・Ml
のレポー トには，多文化共生というテーマのもと，継続

的に実践することの重要性が示唆されている．

【H27中国 ・J】「小学生を対象とするf多文化共生J教育は達成目

標を設定することは必要がなし、と思う．この授業で文化の知識を暗

記し党えるのは目的ではなく，生徒に他国や他人，自分以外の集

団の文化を知らせることはこの活動の趣円である （中略）二回目の

活動は中国文化から世界文化に広げた．小学生が興味あるそうス

ポーツをテーマにしたのがb、い発想だと思うが，生徒たちがグイズ

やる途中で，興味がなくなってきた．それはなぜなのか，私の考え

はグイズを答えることは生徒自身がテレビのニュースを見て勉強し

たこととあまり変わらなし、からだ．グイズの正解を公布した後で，説

明をするが，生徒が自発的に知ろうとする意識が生まれない．多文

化を知らせるとレウ目的を達成したが，多文化に対する持つ態度は

少しでも変わらなかったカもしれない．二回の活動を振り返り見る

と，生徒が多文化共生に対する態度を変えるための工夫が必要だ

よ主主ゑ＇－J＜最終レポート＞

【H27中国 .M】『（中国と比べて）日本は小学校から異文化茂流の

授業を作ったのはとても有意義だと考える．他の圃・他の文化への

理解・受け入れの態度が必要だと思う．小学生たちが相当純粋なの

で，態度を形成するのは簡単だが，どのような方法で児童の寛容な

墜産宣雄捧するのは私たち大人の課題である．」＜品終レポート＞
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これらの ［H27中国・J][H27中国 ・M］の報告が，

二回の活動後のものであることに注目したい．国際教育

では，「子どもたちの身近な課題を子どもたちが実感でき

る形で取り上げること」が必要で、はあるが，［H27中国・

J］が述べたように，「テレビのニュースを見て勉強した

こととあまり変わらなしリ活動では「生徒が自発的に知

ろうとする意識が生まれないJこともあるだろう.[H27 

中国・M］は，「小学生たちが相当来附ーなので，態度を形

成するのは簡単」と述べており，その背景には，クラブ

活動への参加を通じ，児童が f他の国 ・他の文化への理

解 ・受け入れの態度j を形成した手応えが得られたもの

と推測される．しかしそこに留まらず「児童な寛容な

態度を維持する」ことが 「私たち大人の課題Jであると

今後の取り組みについても言及している．【H27中国・J】

[H27中国・Mlのこうした視点、は，一度だけではなく，

継続的に交流を重ね，クラブ、活動を企画し，実践すると

いう一連の体験を通して得られたものだと考えられる．

継m""Jt-Jな実践が留学生の学びに貢献しているとし、うこ

とは，裏を返せば，児童の学びを深めることにもつなが

る可能性があるということである．また，クラブ活動で

は，児童の眼前で，留学生と日本人学生がともに活動を

進めようと努力する姿が展開される．オ端で検証するこ

とはできないが，このことによっても児童には，「異なる

主化を持つ人々と共に牛きていこうとする態度」が，伝

わったので、はなし、かと恩われる．

4. まとめと今後の課題

本稿では，多文化共生をテーマとしたA小学校での「世

界を結ぼうJクラブ活動における留学生と日本人学生に

よる小学校クラブ活動の取り組みについて，留学生の視

点から（1）大学の国際化， （2）地域における多文化共生，

(3）学初見湯における多文化共生と国際教育の促進の3

点から考察した以下，その結果をまとめ，今後の課題

を挙げる．

(1）大学の国際化について，留学生の報告からは，受

講生同士のグ‘ループ活動，つまり日本人学生のみならず，

他国の留学生と接することそのものの意義が挙げられた

新たな価値観が交換，共有されることは， イノベーショ

ンにつながる交流の場の創出のきっかけとなることが期

待される．また，留学生が日本の小学校を訪問し，日本

の小学生と接することは，日本への理解を深めることに

つながるだけでなく，自らの出身国に関する理解を得て，

新たな視点から学びを深めたことが示された．留学生は

自らの将刻家を思い浮かべ，それに向かっていくことを

決意していた留学生のレポー トからは，本取り組みが

留学生教育を充実させるだけでなく，ク守口一ノくノレ人材ーの

育成にも貢献する可能性が示されたと考えられる．

(2）地域における多文化共生については，留学生が日

本社会で疎外感を感じやすいというこれまでの指摘と重

なる報告がみられた本取り組みのように，小学：校で、の

活動の実施という形で地域との交流を実現させることに

よって，留学生に担金への参加や貢献の意識を高めるこ

とができると考えられる．また，活動を通して，他国の

留学生と意見を交わし，不安や疎外感を共有することで，

新たな視点キ哩明手を引き出すことができると思われる．

(3）学校現場における多文化共生と国際教育の促進に

ついては，留学生は，クラブ活動が児童の教育にどのよ

うに者干与するのかを考えながら参加していたことが示さ

れたまた，単発ではなく，継続的に交流を行うことが

重要であることが示唆された．さらに，クラブ活動の内

容に加え，児童が留学生と日本人学生が協働してクラブ

活動を行う姿を見ることによって，多文化共生社会の理

解が促進されると考察した以下，本取り組みの意義を

まとめ，図示する（図1).

図1留学生と日本人学生による小学校クラブ活動の意義

最後に今後の課題を 2点挙げる．まずは，実践上の困

難をいかに解消していくかについて検討を進めたい.2.2 

で述べた通り，本取組みは，毎年度，小学校のクラブ活

動の日程と大学の授業予定を調整する必要があり，それ

にともなって，実施時間数や参加児童数が異なる．児童

生徒数と受講者数の不均衡が過剰にならないよう，受講

者数をある程度制限しなければならない年には，希望者

すべてが履修できないこともある．これまで、も，限られ

た条件のなかで，よりよい授業になるよう，シラパスを

組み立ててきた今後も状況に柔軟に対応しながら，工

夫を重ねたい．

また，林・服部（2016）でも挙げたように，受講生に

とって，この恥祖みが一時的な学びにならないよう，継
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多文化共生の実現を目的とした凶際交流の笑践

統的に動機づけを促すしくみをつくることが重要である．

そのためには，本取り組みで学んだことがさらに深めら

れる機会を設ける必要がある．授業の中でできるととに

は限界があるため，新たなプログラムの開発も視野に，

取り組みを続けていきたい．

謝辞 本恥組みは，A小学校の先生方と児童の皆さんの

多大なご支援によって実施することができました．また，

本稿で分析対象とした留学生の皆さんからも，こころよ

くご協力いただくことができました．お名前を挙げるこ

とはできませんが，ここに記し，深謝申し上げます．

注

1）韓国人留学生 1名は，クラブ企画 ・実施には参加で

きなかったため，表1の参加者からは除外した．
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Sill在MARY

τ'his article is report on planning and practice of 

activities in elementary school on m叫tic叫tUJ叫ism.A

collaborative learning lesson with 加出 foreignand 

Japanese students was conducted as p町 tof a subject 

titled“Practical Study of School Education V'' of the 
Japanese Language Education Course in Mie 

University Faculty of Education. In the article, we 

summarized 14reports form the participa討ngforeign 

students and examined the value and contributions 

of this lesson, to three major t;opi1回 of. (1) 

Globalization in higher education, (2) 

M叫tic叫turalism in the comm山首ty, and (3) 

Facilitation of international education in schools. 

KEYWORDS: M叫tic叫加ralism,Collaborative Learning, 

Foreign Students, Japanese S回.dents,Elementary School 
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